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研究成果の概要（和文）：消費者行動モデルの分析としては、オンライン口コミ環境下における消費者行動、リスク選
択行動などを行い、理論的知見を得た。それらに基づき、消費者行動モデルを実装するシミュレータとして可能世界ブ
ラウザを開発した。さらに、社会的ワクチン効果などをソーシャルメディアの制度設計に適用する可能性についても検
討した。

研究成果の概要（英文）：On an analysis of consumer behavior model, we simulated a consumer behavior model 
on online word-of-mouth and a risk choice behavior model and derived some theoretical insights. Using thos
e insights, we developed a would-be world browser as a marketing tool with implemented the model. Moreover
, using a social vaccine effect, we tested a possibility applying an institutional designing to social med
ia.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 消費者に関する大規模で多様なデータ
を有効に活用し、マーケティングに有効活用
できるかが、消費者行動研究にとっての大き
なテーマとなっている[阿部 2003]。しかし現
状では、購買行動の消費者ネットワークを分
析し、ネットワーク構造の特性を抽出するこ
とができているが[安田 2006]、消費者全体の
特性をマクロ的に観察するにとどまり、マー
ケティングにおける新商品開発やどのよう
な流通チャネルを使用するかといった企画
立案に使用できるまでには至っていない。こ
れは消費者の大量データをマクロ的なネッ
トワーク指標としてのみ扱うのではなく、
個々の消費者の購買行動そのものにまで取
り扱えるようなモデルを構築できていない
ことが大きな原因であると考えられる。 
 
(2) 消費者行動研究の側面からは、激変する
消費者行動のモデル化はまだその緒に就い
たばかりである。消費者の評価情報をブログ
などから大量に収集して、新商品開発につな
げようとする、いわゆる口コミマーケティン
グ研究[Brown 2008]は、意味解析が実用に耐
えられるレベルに到達しておらず、また、た
とえ特定の商品の対するブログの評価が捕
まえられたとしても、それを新商品の企画に
結びつけるには、結局はマーケターの経験や
勘に頼るといった力技が必要であり、効果的
なアプローチが確立されているとは言えな
い。また、リスク行動に関する研究はまだ基
礎的な数値計算レベルにとどまっている
[Roos 2009]。ＰＯＳデータを活用した効率
的な流通システムの構築に関する研究[米田 
2006]では、現状の購買行動に対するシステ
ムの提案が主であり、マーケティングが扱い
たい将来の消費者行動の変化にまで対応す
ることができない。 
 
(3) 一方、シミュレータとしては、Artisoc
（構造計画研究所） や RePast あるいは 
SOARS などが有名であるが、これらは基本構
造としてグリッドを仮定しており、マーケテ
ィングと親和性が持ちづらい。また、マーケ
ティング実務者が操作可能なほどシミュレ
ータの構成が単純ではない。こうした現状か
ら、マーケティングの企画立案を支援するよ
うなツールやアプローチが求められている
にもかかわらず、学術的にも有効な成果が出
ていないといえる。 
(4) 応募者はこれまで、電子商取引に関する
エージェントベースシミュレーション[石田 
2007]や、消費者の情報行動・消費行動に関
するアンケート調査[山本 2008]、オンライ
ン口コミに関するエージェントシミュレー
ション研究[Okada 2009]から、本研究に対す

る基礎的な知見を得ており、それらを活用す
ることで、本研究の遂行可能性は高いものと
自負している。 
 
２．研究の目的 
われわれは、新たな消費者行動モデルの開発
と実装にあたり、エージェントモデルを用い
た。このモデルでは、エージェントを消費者
とみなし、実際の個々の多様な消費者特性を
エージェントの特性としてパラメータ化す
ることで、個々の消費者の具体的な情報行
動・リスク行動や購買行動をシミュレーショ
ンすることができる。また、商品特性や流通
チャネルなどもモデルに取り入れることが
可能である。消費者行動シミュレータの開発
によって、マーケティングの企画立案を可能
にするような消費者行動モデルに関する新
たな提案を行った。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 情報・リスク・購買行動のモデル化と分
析。変化する消費者の環境を的確にモデル化
するために、多様な情報チャネル、リスクコ
ミュニケーションや購買行動に関する新た
なモデルとそのエージェントシミュレーシ
ョン分析を行う。 
 
(2)消費者行動シミュレータの開発と実装。
大規模で多様な消費者のデータをエージェ
ントベースモデルに導入し、さまざまな業界
に適用可能な汎用の消費者行動シミュレー
タを開発し実装する。このためシミュレータ
用のワークステーション上に C# を用いて、
インターフェースも考慮したシステムを開
発する。 
 
(3) 消費者行動データの収集と分析。大規模
で多様な消費者データの何を対象として収
集し分析するのかについて、アンケートやロ
グ解析なども考慮しながら実施する。 
 
(4)具体的な事例を用いたマーケティング手
法の提案.マーケティングの実務家と共同作
業により、モデルのパラメータの設定や同定、
商品の企画に対する様々な仮説の提案など
を具体例に適用し、これを一般化したマーケ
ティング手法を提案する。 
 
４．研究成果 
 
(1) については特にリスク行動に関するモ
デル化と分析に焦点を当てて解明した。結果
は招待講演[5]、雑誌論文[3,6]、学会発表[1, 
10,11,15,18,26,31,34,36,38,42] などに公
表した。 



図：適応的なリスク選択パターン（３次リス
ク選択ゲーム）[雑誌論文(3)より]  
 
(2)については、研究協力者の和泉潔氏（東
京大学）らと、可能世界ブラウザを共同開発
し、システム開発を行った。成果を雑誌論文
[1]、学会発表[13]などに公表した。 

図：可能世界ブラウザの起動例[雑誌論文
(1)]より 
 
(3)については、オンライン取引に関する評
価戦略のシミュレーションによる分析や社
会シミュレーション技法に関する整理分類
を行い、基本的な理解を深めることができた。
成果は招待講演[1,2]、雑誌論文[2,4,10]、
学会発表[6,19,20,24]などに公表した。なお、
アンケートやログデータの入手都会メイン
ついては、それまでの理論的検討に焦点を絞
ったため、今後の課題とした。 

図：ソーシャルメディアにおけるエージェン
ト研究の枠組みと近接学問領域[学会発表
(6)]より 
 
(4)については、特にソーシャルメディアと
知識共有コミュニティに絞った理論的検討
を行った。また主に山本仁志氏（立正大学）
と共同して、社会的ワクチンという概念を用

いた制度設計について検討した。成果は、招
待講演[4] 、雑誌論文[5,9]、学会発表[5,7,8, 
9,12,16,21,22,25,29,32,35,37,40,41]に公
表した。なお、一般的なマーケティング手法
の提案には至らなかったものの、ソーシャル
メディアの実態的理解を深めることができ
た。 
図：社会的ワクチン効果による新規参入ポリ
シーの比較[学会発表(8)]より 
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